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ご近所同士お互い
気持ちよく暮らすための

収集をスムーズに行うための

●	「家庭の資源・ごみの収集カレンダー」で、お住まいの地域の収集日を確認してください。

●	「ごみ」や「資源」は、決められた日の当日の朝8時30分までに決められたステーションに出してください。
	■朝8時30分から収集を始めますので、それ以降にごみを出した場合、収集が終わっている可能性があります。
	 ■前日に出すとカラス、猫、夜行性動物などに荒らされ、ステーションの近くの方の迷惑となりますので絶対にしない
でください。また、ステーションで大きな声で話したり、缶などを乱暴に入れたりしないよう配慮ください。

	 ■転入された場合は、ご近所やアパート・マンションの管理人さんにステーションの場所を確認してください。ごみステー
ションと資源のリサイクルステーションは場所が異なることがあります。

●	資源を出す場合には、指定ごみ袋や粗大ごみシールは必要ありません。

●	商店、飲食店、電気店等の事業活動に伴って生じたごみはステーションに出せません。
	■一般廃棄物収集運搬許可業者へ依頼するか、直接指定のセンターへ持ち込んでください。
	 ※事業者が直接指定のセンターへ持ち込む場合、処理承認書が必要です。ない場合は持ち込みできません。
	 ※事業系のごみの持ち込みは、20kg までごとに 320円の処理手数料がかかります。

資源になるものは、ごみにしないで貴重な資源としてリサイクルしましょう。
◆指定品目以外のごみは収集しません（燃やすごみ、粗大ごみ、資源の混合はしないでください）。

ルールは必ず守ってください

指定ごみ袋 粗大ごみシール

大10枚入り … �520円（42ℓ）

中15枚入り … �520円（30ℓ）

小25枚入り … �520円（20ℓ）

1 枚入り … 520円

※道路や公園等の清掃活動をされる場合
は、美化ボランティア袋（無料）をご利
用ください（市役所、または地区事務
所に申請してください）。

※指定ごみ袋、粗大ごみシールは、お近くの取扱店（スーパー、コンビニ、商店など）、地区事務所、市役所でお買い求めください。

● ごみ袋は「燃やすごみ」「破砕ごみ」でお使い頂けます。
● ごみ袋の出し方

● 粗大ごみシールでの出し方
「燃やすごみ」と「破砕ごみ」の時に、ごみ袋に入らないもので、最長１m、
重さ 50kg 以下のごみについて、粗大ごみシールを貼っていただければ
回収します。

ごみ袋の使い方

多治見市指定
ごみ袋

※対角線で１m以下

1m以下

※指定ごみ袋の口
は、必ずしばり、
中身がはみ出さ
ないようにして
ください。

指定ごみ袋の口は必ずしばり、中身がはみ出さないようにしてください。袋からはみ出たり、両側
からかぶせてあったり、袋が貼り付けてあるものは収集できません。その場合は粗大ごみシールを
使用してください。

袋からものが
はみ出ている

袋が両側から
かぶせてある

袋が貼り
付けてある

粗大ごみ
シール

粗大ごみ
シール
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①飲料缶
　（アルミ、スチール）

②その他金属
　（アルミ、スチール類）

①一升ビン ②ビールビン ③無色ビン ④茶色ビン ⑤緑色ビン ⑥黒色ビン ⑦その他色・化粧品
　ビン・ガラス製品

⑧ 白色
　 発泡トレイ

⑨ 色・柄発泡トレイ
　 発泡スチロール ⑩ ペットボトル

⑪ 蛍光管 ⑬ 天ぷら油 ⑭ 陶磁器食器

リサイクルステーションのコンテナの並べ方

1 金属・紙・布類の日

2 ビン・ペット・発泡類の日

⑦ 布・古着類⑥ 段ボール⑤ 飲料用
　 紙パック

④ 雑誌類
　 ざつ紙類

③ 新聞紙
　 折込チラシ

紙類・布類は、直接地面に置いてください。

コンテナ（プラスチック製のかご） エコバッグ（折りたたみ式ネット）

3 天ぷら油・有害ごみ・陶磁器食器……3ヶ月に1回収集

⑫ 乾電池
　 水銀体温計

多治見市が定めている21品目の「資源を出す場所」です。
ステーションを円滑に管理するために当番制があります。管理当番、排出時間など各地域でルール
がありますので、お住まいの地域の町内会長さんやアパートやマンションの管理人さん、不動産業
者などにお尋ねください。指定ごみ袋や粗大ごみシールは必要ありません。
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リサイクルステーションの標準的な管理手順

リサイクルステーションを利用できない場合は…

仕事の都合などで当日の朝８時30分までにステーションに出せない場合は、各センターへ直接持ち込むことができます。

平日の持ち込み　午前 9：00 ～正午 ／ 午後 1：00 ～ 4：00
休日の持ち込み　毎 月 第 ３ 日 曜 日  ／ 午前 9：00 ～正午持ち込み時間

①当日、左の図のようにコンテナ、エコバッグを並べ、番号順に表示板をつけます。
　（地域により時間が異なる場合があります）

② コンテナ、エコバッグに、他の品目や資源以外のもの、
汚れたものが混入しないよう注意してください。

③ビンは山盛りに入れず中身が8割程度入ったら、コンテ
ナを上に積んでください。（２〜３段くらいまで）

　生きビンは、コンテナに寝かせて入れてください。

④当日の朝８時30分になったら表示板をはずし、ネット袋に戻してください。飲料缶、発泡トレイ、ペットボ
トルのエコバッグは蓋をしてください。

⑤使わなかったコンテナ、エコバッグをまとめ、表示板が入ったネット袋と一緒にしておいてください。
　（道具箱は次の当番の方に引き継いでください）

※リサイクルステーションの当番の事故については、全国市長会の「市民総合賠償補償保険」に加入しています。
コンテナ、エコバッグや表示板の不足があった場合は、三の倉センター（23-1103）へご連絡ください。



缶・金属類の出し方 月 1 回
収  集
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● プラスチックの柄が取り外せないフライパン、鍋、やかんは、破砕ごみへ出してください。
● アルミ缶は、できる限り地域の資源集団回収に出してください。

お 願 い

飲 料 缶 その他金属（1ℓ以下の缶） （1ℓを超える飲料缶はこちらです。）
（スチール・アルミなど金属の種類は問いません。）

（1ｍ以内のものに限る。1mを超えるものについては直接指定のセンターへ持ち込む。）リサイクルステーションのエコ
バッグに入れる。 リサイクルステーションのコンテナに入れる。

（大きくても粗大ごみシールは不要です）

● 中を軽く洗って出す。
● ぺちゃんこにつぶさない。
● フタはとって、破砕ごみに出す。

● 中身を取り除き洗って出す。

● 灯油と電池を抜き金属以外
の部分を取り除く。

● 	解体せずにそのまま出す。
● 	放置自転車と区別するため、
住所と名前をガムテープな
どに明記しサドルに貼る。

● 	電動自転車のバッテリーは
取り外す（有害ごみへ）。

● 汚れはある程度取り除く。
電池は取り除く。

※さびていても、コンテナの網目か
らこぼれ落ちなければ出せます。

　こなごなになってしまうものは燃
やすごみへ。

● 中身を必ず使いきり、屋外の火
の気のないところで穴をあけて
から出す。

出し方

出し方

出し方

リサイクル
ステーションに
出します

缶詰の缶

石油ストーブ

自転車（電動自転車）

ガステーブル

スプレー缶、カセットボンベ

※ 1ℓ以下の飲料缶
エコバッグ

（折りたたみ式ネット）
コンテナ
（プラスチック製のかご）

出し方

出し方

出し方

使い切って
穴をあける

②その他金属
（アルミ、スチール等）

① 飲料缶
（アルミ、スチール）
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● できる限り地域の資源集団回収に出してください。
● 雨の日は、できるだけ次回に出してください（出していただいたものは、回収します）。

お 願 い

リサイクルステーションの地面に
そのまま置く。

リサイクルステーションの地面に
そのまま置く。

● ひもなどで十文字に縛る。
（ざつ紙類のみ、紙袋に入れ
て出しても可）

● さっと洗って乾かし
切り開く。

● ボタン・ファスナーなどは取らない。
● 洗濯して、きちんとたたむ。
● 汚れや濡れを防ぐため、必ず透明か半透明な袋に入れて
口元をしっかり縛って出す。

● ガムテープや金属をとる。
● ひもなどで十文字に縛る。

出し方

出し方

出し方

出し方

リサイクル
ステーションに
出します

リサイクル
ステーションに
出します

● ●包装紙や商品が入っていた箱も燃やすごみに
せず折りたたみ、資源として「雑誌類・ざつ
紙類」に出しましょう。
※紙袋をごみ箱のそばに
　置いておくと便利です。

まだ十分着られるものは、人に譲るかフリー
マーケットやリサイクルショップに出しま
しょう。

ごみ減量ごみ減量 ワンポイント ごみ減量ごみ減量 ワンポイント

新聞紙・折込チラシ

雑誌類・本・ざつ紙類

断面が三層のもの

飲料用紙パック

布・古着類

段ボール

※窓あき封筒はセロハン
部分をとる。

資源にならないもの
カーボン紙、感熱紙、
ビニールコート紙、写真、油紙、
圧着はがき ※燃やすごみに出してください。

●

資源にならないもの
内側がアルミ張りのもの ※燃やすごみに出してください。●

資源にならないものの例

濡れているもの、汚れているもの
寝具類
ふとん、枕、電気毛布、汚物のついたシーツ
※毛布（綿・アクリル・ウール）は、リサイクルできます。

インテリア類
じゅうたん、カーペット、マット、便座カバー、クッション、
スリッパ、レースのカーテン
その他
下着、靴などの履物、手袋、ストッキング、ベルト、毛糸玉、
ぬいぐるみ、おもちゃ、鯉のぼり、風呂敷、裁断くず、はぎれ

①
②

③

④



ビン類の出し方 月 1 回
収  集
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リサイクルステーションのコンテナに入れる。
リサイクル
ステーションに
出します

生きビン（リターナブルビン）
できるだけ購入店へ返しましょう。

一升ビン ビールビン 出し方

※コンテナからビンが外に出ないように、ねかせて入れてください。

※ビンは山盛りに入れずコンテナの中身が８割程度までにしてください。

※化粧品のビンを店頭回収している場合もあり
ますので、優先してご利用ください。

必ず中身を使いきり、洗えるものは洗う。
口元のプラスチック等の異物を取り除く。

軽く洗って出す。
割れたり、欠けた
りしたものは、雑
ビン（該当する色）
で出す。

●

●  

雑ビン（ワンウェイビン）

無色ビン

その他色ビン、
化粧品ビン、
ガラス製品

茶色ビン 緑色ビン 黒色ビン

出し方 軽く洗い、ふたや口元のプラスチックを取って出す。
割れたり、欠けたりしたものでも、コンテナの網目からこぼれ落ちなければ出せます。（こなごなに
なったものは、新聞紙などで包んで燃やすごみへ）
ラベルははがさなくてもOK。
すりガラスビンは、口元で色を判断してください。

●

●

●

●   

出せないもの
陶磁器製のビン
板ガラス・鏡
※新聞紙などで包んで指定袋に
「危険」と表示し、破砕ごみに
出してください。

●

●

（ ）



ペット・発泡類の出し方 月 1 回
収  集

7

ペ
ッ
ト
・
発
泡
類
の
出
し
方

●

ごみ減量ごみ減量 ワンポイント

ペットボトルの処理・リサイクルには多額の費用がかかります。水筒やマイボトルを利用しましょう。

リサイクルステーションのエコバッグに入れる。
リサイクル
ステーションに
出します

発泡トレイ・発泡スチロール
トレイは、できるだけ購入店へ返却しましょう。

白色発泡トレイ 色・柄発泡トレイ、発泡スチロール

清涼飲料、酒類、しょうゆ、
みりんなどの　  表示のある
容器が対象。

出し方
洗って出す。
ラベル、ガムテープ
などは、はがす。

●

●  

出し方
キャップを取り、軽く洗って出す。
（リングやラベルはとらなくてよい）

キャップは燃やすごみに出してください。
※しょうゆなどのペットボトルで取手のついて
いるものはとらなくてよい。

※つぶして出す必要はありません。

●

●  

ペットボトル

ペットボトル

資源にならないもの
汚れがとれないもの
ソース、油、洗剤などの容器
たまごパック
（店頭で回収している場合もあります）
※燃やすごみに出してください。

切ったもの
テープを貼りつけたもの
ペイントされたもの
ウォーターサーバーなどの大容量
のペットボトル

●

●

●

●

●

●

●

資源にならないもの
透明のトレイ
汚れたもの
ラップなどの異物のついたもの
果物などを包んだネット
※燃やすごみに出してください。

●

●

●

●

（パリッと割れる発泡素材のもの） （パリッと割れる発泡素材のもの）
※内側がコーティングされている白色トレイは色・柄発泡トレイ


